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発
・
受
入
体
制
強
化
、
②
国
・
企
業
・
地
域
・

団
体
等
の
連
繋
強
化
、
③
官
民
連
繋
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。

　
「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
交
流
人
口
の

拡
大
、
地
域
・
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
と
こ
ろ
は
大
で
あ
る
。
国
内
に
お
い

て
も
武
道
人
口
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
「
武
道
の
新

た
な
価
値
」
が
創
造
さ
れ
る
こ
と
も
大
い

に
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
特
に
後
継
者
不
足

が
囁
か
れ
る
こ
と
の
多
い
地
域
に
根
ざ
し

た
古
流
武
術
な
ど
は
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
機

会
を
有
効
に
活
用
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
を
は
じ
め
と
し
た
官
民
一
体

と
な
っ
た
取
組
が
、
そ
の
支
え
と
な
る
は

ず
だ
。
次
回
、「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
（
第
3
回
）」
は
、
２
０
２
０
年
2
月

12
日
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

文
◎
本
誌
編
集
部

／
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
／
金
沢
文
化
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
／
株
式
会
社
ア
イ
サ
イ

ト
／
山
梨
学
院
大
学 W

illiam
 Reed

氏
。

　

ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
てDavid 

Atkinson

氏
（
株
式
会
社
小
西
美
術
工

藝
社
）、ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
ア
ソ
ビ
ュ
ー

株
式
会
社
が
参
加
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
一

員
と
し
て
、
本
誌
を
発
行
す
る
株
式
会
社

Ｂ
Ａ
Ｂ
ジ
ャ
パ
ン
も
参
席
し
た
。

　

今
回
の
研
究
会
で
は
、
金
沢
文
化
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
弓
道
と

茶
道
と
禅
」
を
掛
け
合
わ
せ
た
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
の
実
施
例
、
ア
ソ
ビ
ュ
ー
株
式
会

社
に
よ
る
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
体
験
商

品
」
な
ど
を
は
じ
め
、
各
委
員
に
よ
る
武

道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
実
例
と
そ
の
課
題

が
発
表
、
討
論
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
か

ら
は
現
状
の
取
組
と
今
後
の
課
題
と
し
て
、

①
地
域
の
意
識
啓
発
及
び
コ
ン
テ
ン
ツ
開

し
て
、
非
常
に
人
気
が
高
い
と
い
う
。
武

道
は
地
域
資
源
と
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

観
光
、
地
域
振
興
、
ま
た
武
道
自
身
に
お

い
て
も「
新
た
な
価
値
」を
生
み
出
す
、「
キ

ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
な
り
う
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
の
だ
。

　

そ
ん
な
中
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
去
る
11
月

11
日
（
月
）、
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に

あ
た
っ
て
の
課
題
と
対
応
策
を
検
討
す
る

た
め
、「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
（
第

２
回
）」
を
開
催
し
た
。
今
回
の
研
究
会

に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
担
当
参
事
官
等
の
他
、

下
記
の
団
体
・
企
業
か
ら
観
光
、
武
道
に

精
通
し
た
委
員
た
ち
が
参
加
（
座
長
：
早

稲
田
大
学
・
原
田
宗
彦
氏
）。
公
益
財
団

法
人
日
本
武
道
館
／
グ
ー
グ
ル
合
同
会
社

／
日
本
航
空
株
式
会
社
／
株
式
会
社
や
ま

と
ご
こ
ろ
／
株
式
会
社 Voyagin

／
Ｋ
Ｎ

Ｔ-

Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

れ
て
い
る
。

　

日
本
ボ
ビ
ナ
ム
協
会
は
日
本
全
都
道
府

県
普
及
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

文
◎
一
般
社
団
法
人
日
本
ボ
ビ
ナ
ム
協
会

　

ス
ポ
ー
ツ
体
験
と
観
光
を
掛
け
合
わ
せ

た
旅
行
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
通

し
て
地
域
・
経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る

ス
ポ
ー
ツ
庁
。
本
年
度
の
重
点
テ
ー
マ
と

し
て
新
た
に
掲
げ
て
い
る
の
が
、
世
界
に

誇
る
日
本
の
豊
か
な
自
然
資
源
を
活
用
し

た「
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

と
、
世
界
中
か
ら
の
関
心
が
高
い
日
本
発

祥・特
有
の
「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。

　

日
本
の
歴
史
・
文
化
・
精
神
性
を
色
濃

く
伝
え
る
武
道
は
、
訪
日
外
国
人
に
と
っ

て
〝
見
る
も
の
〟
ま
た
〝
す
る
も
の
〟
と

書籍紹介
草原克豪（日本空手協会会長） 著 
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の空手道
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　2020 年東京五輪に
おける初の空手競技開
催も来年に迫り、今一
度、「空手」というものの歴史、とりわけ日本武
道にあって、沖縄という南海の孤島で生まれ、育
まれた特異な出自について、思いを巡らせるのに
最適なのが本書。
　現・日本空手協会会長である著者によって、船
越義珍を元祖とする、いわゆる「松濤館流」を中
心とした空手の歴史から、いかにして本土への移
入がなされ、従来の日本武道の中へ溶け込んで
いったのか、そして、近代スポーツに取り込まれ
ながらも、“武道” としての矜持と技術がいかに
して保たれたのかが詳細に語られている。
　武道 “文化” としての「空手道」の姿を、改め
て確認する好著として、是非、手に取ってみてほ
しい。

ス
ポ
ー
ツ
庁

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

（
第
2
回
）」
開
催

 

レ
ポ
ー
ト
⑤

日本人初のボビナム指導者となったマスターフ
ゴ師も（後列中央）、ダイダオ部門で金メダル
を獲得。

金沢らしい和の体験として「弓道×茶道×禅」をテーマに
商品を開発、モニターツアーを実施した様子を発表する金沢
文化スポーツコミッション。


